
◆10 番（平野利和君） おはようございます。会派創新・公明の平野利和です。 

 まず最初に、今年 9 月、日本に接近した台風第 9 号、第 10 号について、雲仙市の対応を

お尋ねいたします。 

 特に、台風第 10 号は接近する前からこの第 10 号はまれにみる最大級の台風だとマスコ

ミ等から情報があっておりましたので、市民の皆様は早くから構えられ、避難等も多かった

ように思われます。コロナ禍での避難ですので、雲仙市も大変御苦労されたこととお察しい

たします。 

 そこで、私も地元の国見町まほろばと神代小学校体育館を見にいきました。知り合いの方

も避難されており、安心のために来ましたなど言っておられ、何かありましたら、市役所の

人に御相談くださいと帰ってきました。 

 台風第 9 号の時は吾妻のふるさと会館も見せてもらい、以前お願いした段ボールベッド

が用意されており、コロナ禍での密を避けるために対策も取ってありましたが、台風第 10

号の時は不足していたのか、国見町の避難所のまほろばと神代小学校の体育館は床に寝る

状態でありました。他の避難所は見ていないので何とも言えないのですが、台風を含む災害

マニュアルに対する台風第 10 号の教訓はどのように考えてあるのか質問をいたします。 

 あとの環境行政について、雲仙市総合計画に基づく取組については自席にて行いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（松尾文昭君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 平野利和議員の御質問にお答えいたします。 

 災害対策についての御質問でございますが、近年の災害は地震や台風に加え、局地的な豪

雨による浸水被害や土砂災害など広域的で大規模な災害となっており、想像をはるかに超

える甚大な被害が発生しております。特に九州内におきましても平成 28 年には熊本地震、

平成 29 年には九州北部豪雨、平成 30 年には西日本豪雨など、本市も警戒態勢をしかなけ

ればならないような広域かつ大規模な災害が毎年のように発生しており、昨年は大雨や台

風接近などで避難準備・高齢者等避難開始を 3 回と自主避難を 1 回、本年は避難準備・高

齢者等避難開始を 3 回、避難勧告を 1 回発令して避難所を開設しております。 

 災害マニュアルにつきましては、平成 30 年 3 月に避難勧告等の判断伝達マニュアルや避

難所運営マニュアルなどを作成しておりますが、新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、

国や県からの通知やガイドライン案などを参考として、本年 5 月、避難所運営マニュアル

の見直しを行い、できる限り 3 密を避けるように追加、修正を行っております。 

 台風第 10 号につきましては、事前に気象庁などから大型で非常に強く、特別警報級の勢

力を維持したまま北上を続け、9 月 7 日の明け方から昼前にかけて長崎県に接近または上陸

するおそれがあり、最大級の警戒が必要で、これまでに経験したことのないような甚大な被

害を及ぼすことが予想されるとの発表が繰り返しありました。 

 本市におきましては、台風第 9 号通過直後の 9 月 3 日に台風第 10 号接近に伴う対策会議

を開催し、台風第 10 号に関する情報共有や避難所の開設に向け、各部局長や各総合支所長



と協議を行いました。 

 その後、情報収集と避難所開設に向けた準備に取り組み、台風接近前日の 9 月 6 日に災

害対策本部を設置し、災害対策本部会議において、市民の皆様の生命を守ることを最優先に、

全職員並びに各関係機関一丸となって最大限の取組を行うようにと指示するとともに、市

民の皆様に避難を呼びかけさせていただきました。 

 被害の状況につきましては、高齢者の方がお 2 人、風にあおられて転倒し負傷される人

的被害のほか、道路や交通安全施設、漁港施設や農業用施設など市内全域で多数の被害が発

生し、一時、3,140 戸の停電も確認されましたが、幸いにして、台風が当初予想された勢力

まで発達しなかったことにより甚大な被害が発生せずに済んだものと思っております。今

後におきましても、台風第 10 号を教訓として防災・減災に向けた体制の整備を進めるとと

もに、長崎県や各関係機関と連携し、市民皆様の安全安心の確保に努めてまいりたいと考え

ております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） この質問に至ったのが、瑞穂町と小浜町の市民の方から苦情を受

けました。この今の、今年、本当にコロナ禍で大変難しい避難所の運営だったと思うのです

が、瑞穂町公民館やその他の避難所を見ていないので、市民の方のそのままの声を話します

と、公民館での避難は人がいっぱいで頭を踏まれるような状態だった。コロナ禍での避難所

とは考えられないということでした。小浜町の方は南本町公民館を避難所として開け、なぜ

小浜体育館を開けなかったのかということでした。状況は把握できていると思うのですが、

この苦情に対する回答をお願いいたします。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） 避難所の開設につきましては事前に総合支所と検討をし、

避難所の場所や範囲などの地理的要因のほか、空調施設やトイレ、それから畳の部屋の有無

について総合的に判断して開設しております。 

 瑞穂地区につきましては当初 2 か所の避難所を開設し、追加で 1 か所、合計 3 か所を開

設いたしました。瑞穂町公民館につきましては、避難所を開設した 13 時時点で既に約 100

人の避難者の方があったため、受付でヘルシー会館への避難を呼びかけたところでござい

ますが、ヘルシー会館が海岸線沿いにあるために避難したくないなどの意見があったとい

うことでございます。そこで、瑞穂総合支所長が漁業協同組合に電話をしまして高潮の心配

があるか確認をし、高潮の心配がないことを避難者にお伝えしたとのことですけれども、瑞

穂町公民館が自宅に近いので公民館がいいとか、家族がもう既に避難しているので公民館

に避難したいなどの意見があり、結果として密の状態になったという報告を受けておりま

す。 

 次に、小浜地区につきましては、避難所開設当初から市内で最も多い 7 か所を開設し、さ

らに追加で 2 か所の計 9 か所を開設しました。小浜体育館につきましては、南本町公民館

と同じ敷地内にあり、まずは空調施設と畳部屋がある南本町公民館を開設したところであ



りまして、南本町公民館がいっぱいになった場合には体育館の開設も考えておりました。 

 以上でございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 小浜町の方の考え方は、小浜体育館は 2 階もあるので、海に近い

のですけれども、もし波が来た場合には 2 階に避難できるから小浜体育館も開けたほうが

いいのじゃないかという苦情だったのですね。そのことを考えられたことはありますか。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） 地理的には南本町公民館も同じ敷地内ですので低いという

ことはありましたが、台風進路の予想から大きな波は来ないだろうという考えもありまし

た。だから、まずは南本町公民館を開設をしておりますけれども、もうここがやはり避難に

は快適なところであるという判断をしながらこちらを開けたところでございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 台風第 10 号の時は、旅館やホテル等へ避難された方が多くおられ

たと聞いております。台風第 10 号の接近する状況の時、最初、今話された計画された避難

所と多くの市民の方が避難所へ避難されて、収容できないので広げたという話がありまし

たけど、計画時の数とその後広げた数を教えてください。各町で分かればお願いいたします。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） 当初、避難所を 30 か所、それから福祉避難所を 2 か所の

計 32 か所を開設しております。追加で 4 か所の避難所を開設をいたしました。 

 地区別に国見町では 5 か所、瑞穂町では 3 か所、吾妻町では 6 か所、愛野町では 2 か所、

千々石町では 6 か所、小浜町では 9 か所、南串山町では 3 か所、それから福祉避難所の 2

か所を足して 36 か所を設置をしたところでございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 今のは最終的に広げた数ですよね。最初、計画の時は何か所でし

たか。もう合計で構いません。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） 32 か所でございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ということは 36 か所、4 か所を市民の方が詰めかけたので開けた

ということでよろしいのですか。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） これにつきましては、総合支所長からの意見とか、市民、

地区の自治会長さん方からの要望であったりで開けたということでございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） それでは、これは令和 2 年 5 月改正ということで、避難所運営マ

ニュアルというのがあります。この中で 5 ページなのですが、感染予防対策という箇所で



1、2、3 とあるのですが、まず 1 に避難者が十分なスペースを確保できるよう留意すると。

③に感染予防防止の観点から避難所における避難者間の十分なスペースを確保する必要が

あるため、可能な限り多くの避難所を開設するという雲仙市のマニュアルがあります。 

 もう 1 つ、この中の 19 ページ目です。避難所施設の機能強化ということで、感染蔓延時

における避難所の準備ということです。避難所内において感染症拡大防止のため、避難者が

十分なスペースを確保するために多数の避難所の開設が、あるいは避難所以外の施設を準

備すると書いてあります。ということになると、今 36 か所で、私が今話をしました、苦情

があったという、これ市民の方の声です。雲仙市は、このマニュアルに沿って避難所を開け

たという感覚でよろしいのですか。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） できるだけ多くの避難所を開設したい、スペースを確保し

たいという考えからこのようにしたものです。ただ、結果的にそちらに避難者の方が集中し

てしまったということもございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ですよね。ですから、今後は、検討はやはりする必要があるのじ

ゃないか。今年の、今年のといったらあれですけど、新型コロナウイルス感染症が発生した

今年ですので、最初申したやはり難しい分もあったと思うのですが、検討するということが

必要だと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（松尾文昭君） 本多市民生活部長。 

◎市民生活部長（本多正剛君） 今回、台風第 10 号の避難ということで大きな教訓として、

現在検証している途中ではございますけれども、避難所の周知方法や開設のタイミング、そ

れから避難所の運営、物資の配備などなど、大変な課題も見えてまいりました。今後、問題

点や課題を抽出しながら、必要に応じて市のマニュアルの見直しなども行いながら、併せて

資機材の備蓄なども取り組み、市民の皆様が安心して避難できるよう、引き続き努力してま

いりたいと考えております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 私はこの苦情を受けた時、本当にこれは私の個人的な考えです。

避難所を広げるためには職員の配置が必要となります。徹夜の業務、そして翌日の仕事があ

る。そのような理由によりあまり広げたくないとの考えに至ったのではないかなという、私

が考えるわけです。これはあくまで、本当に私、個人だけの考え方ですけれども、違うかも

しれません。しかし、職員全体の数の適正なのか、いま一度考える必要があると思っており

ます。雲仙市は他市と違い 7 町が合併しており、広範囲の雲仙市であります。市民の安心安

全を重点に置き、市役所職員数の適正化を提案をしておきます。これはもう答弁いりません。 

 次に、環境行政についてお尋ねいたします。 

 菅政権になり、脱炭素社会の実現に向けて議論されております。私も 5、6 年前からバイ

オマス発電事業や、牛ふんなどに取り組むバイオマス発電事業など質問をしてきました。液



肥や送電線の状況などで進まない状況ですが、その後の状況を説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（松尾文昭君） 竹田環境水道部長。 

◎環境水道部長（竹田義則君） 家畜ふん尿等を原料とする湿潤系のバイオマス発電事業に

つきましては、議員御承知のとおり長崎県が主体となり、環境省の地域の多様な課題に応え

る低炭素な都市・地域モデル形成事業において、平成 30 年度から令和元年度にかけ、長崎

県調査支援事業者、発電事業者の三者が共同事業体を構成し、島原半島におけるバイオマス

発電発酵残渣の液肥利用等の資源循環システム構築を図るため趣旨の調査を実施されてお

り、市といたしましても積極的な協力を行ってきたところでございます。 

 調査の結果としましては、メタン発酵に使用可能な原料として、島原半島内に 370kW 規

模のプラントを 7 基、30kW 規模の小規模プラントを 7 基程度設置可能なポテンシャルを

有することが確認できております。 

 このような調査結果をもとに、長崎県及び民間事業者が市内に発電プラントを設置する

よう前向きに検討されているとのことを受け、市といたしましても、昨年 12 月には市長自

ら久留米プラントを視察するなど、市内設置に向け積極的な取組を行ってきているところ

でございます。 

 まず 370kW のプラントの状況でございますが、先程申し上げましたような調査結果をも

とに、発電事業者である株式会社チョープロは、本年 5 月上旬に吾妻プラントへの系統へ

の連系可能性を確認するため、九州電力送配電株式会社に対し、接続検討の申込みをされて

おり、接続検討申込みに対する回答があったとお聞きしております。 

 回答の内容でございますが、事前相談時点では連系可能な最大受電能力はゼロとの回答

でありましたが、接続検討の結果は連系が可能との回答であったとのことでございますの

で、具体的なスケジュールは承知しておりませんが、今後、事業は進んでいくものと思って

おります。 

 次に、50kW のプラントの状況でございますが、小規模であることから浄化槽を設置する

と採算が取れないため、発電する際に発生する消化液を液肥として活用する必要があると

思っております。 

 液肥につきましては、これまで県において利用試験が行われており、今年度におきまして

もチョープロが長与町に借り受けている圃場においてタマネギ栽培の試験を行うようお聞

きしております。 

 50kW の小規模プラントにつきましては、発電事業者の採算性と運営体制の確立及び液肥

の利用農家の確保が重要になると思っておりますので、農林水産部と連携しながら、試験結

果等の情報を収集するとともに周知を行い、利用農家の確保等に努め、設置に向け積極的に

支援してまいります。これらの課題が解決したら小規模プラントも事業化につながってい

くものと思っております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 



◆10 番（平野利和君） 雲仙市では、この吾妻本庁と千々石総合支所に太陽光発電システ

ムがあると思います。電力自由化により様々な電力会社が参入して競争している状況と考

えておりますが、この再生可能エネルギーの太陽光発電システムを導入してから、どれくら

いの効果があっておりますか。多分、自己消費として雲仙市の中で消費していると思うので

すが、お尋ねいたします。 

○議長（松尾文昭君） 松橋総務部長。 

◎総務部長（松橋秀明君） 本庁舎及び千々石庁舎の太陽光発電につきましては、平成 28

年度より運用を開始しております。 

 効果につきましては、導入後、電気料金で本庁舎で平均約 6.1％、千々石庁舎で平均約 5％

の削減効果が出ております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 太陽光発電システムを導入するだけで 6.5％、千々石庁舎で 5％。

金額的に、大体、どれくらいか分かりますか。 

○議長（松尾文昭君） 松橋総務部長。 

◎総務部長（松橋秀明君） 本庁舎の電気料金の効果としては、平均で年に 54 万円程度で

す。それと千々石庁舎については、27 万 4 千円でございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） この太陽光発電システムを導入するだけでそれだけの効果があっ

ているという、私は感じております。 

 国では、2050 年までに温室効果ガス排出量、実質ゼロに向けて再生可能エネルギーの主

力電力化など議論が進められております。今まで質問していることを踏まえて、雲仙市は、

今後、どのように進めていこうとされているのか質問をいたします。 

 世界的な温暖化、近年、大雨や台風などが頻繁に起こっております。今我々の住んでいる

状況から、20 年、30 年先がどのようになっているのかが心配されます。 

 先人の言葉に、「未来の果を知らんと欲せばその現在の因を見よ」とあります。未来がど

うなるか結果を知ろうとするならば現在の状況を知れと、この意味です。今のままでよいの

か、現在をどうにか考えないといけないと私は思っております。孫やひ孫たちに顔向けでき

ないと。よって、温室効果ガス排出ゼロ、排出量実質ゼロ宣言に向けて雲仙市として表明し

たらどうかと思います。 

 9 月、6 月やったかな、ＳＤＧｓのことを、未来都市宣言のことを話しました。今、国を

挙げて、そういうことに進んでいると思っています。 

 現在、国会開会中でありますが、今月の 19 日衆議院、20 日に参議院で地球温暖化対策に

取り組む決意を示され、気候非常事態宣言をする議決をされました。実質ゼロ宣言としてい

る自治体は全国で 171 自治体しかなく、長崎県では平戸市のみとなっております。宣言す

ることが大事だと考えます。雲仙市の見解をお尋ねいたします。 

○議長（松尾文昭君） 竹田環境水道部長。 



◎環境水道部長（竹田義則君） 議員が申されましたとおり、菅総理大臣が 10 月 26 日、

就任後初の所信表明演説で、菅政権では成長戦略の柱に経済と環境の好循環を掲げ、グリー

ン社会の実現に最大限注力していくと述べ、我が国は 2050 年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする、すなわち、2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目

指すことをここに宣言すると表明されたことは承知しております。 

 市といたしましても、第 2 次雲仙市総合計画の重点プロジェクトに再生可能エネルギー

の活用を掲げておりますので、積極的に取り組んでいきたいと思っております。 

 当然のことながら、二酸化炭素排出実質ゼロは、雲仙市 1 自治体だけの取組が達成でき

るものではありませんので、国、県と連携を図りながら 2050 年までに温室効果ガスの排出

を全体としてゼロにする、脱炭素社会の実現に向け取り組んでいかなければならないと考

えております。 

 本市は、地熱や木質、湿潤系バイオマスなど、再生可能エネルギー資源を有している非常

にポテンシャルが高い場所であると認識しており、当然、これらを有効に活用していくこと

が脱炭素社会の実現につながるものと思っておりますが、議員御提案のゼロカーボンシテ

ィの表明につきましては、まずは、既に表明をされている先進自治体を調査し、どういった

取組が本市にとって有効なのかなどを研究してまいりたいと考えております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） この私の考えの脱炭素社会の構築は、必ず雲仙市の主要目玉にな

ると思っております。小浜温泉バイナリー発電事業の開設当初、修学旅行や視察がたくさん

あったと思っております。雲仙温泉、小浜温泉など観光客が見えられたと思っております。 

 さらに、牛ふんや豚ぷんなどを利用して発電が可能になれば、全国に先駆けの取組となる

ので、ぜひとも成功させてもらいたいと思っております。 

 先程、庁舎の太陽光システムについてお尋ねしましたが、雲仙市全体で再生可能エネルギ

ーを消費すると仮定すれば、雲仙市民の皆様のために使うことができれば、それはすばらし

いことと考えます。この考えは、いかがでしょうか。もう、これずっともう、この再生可能

エネルギーのことは聞いてきましたので、部長の答弁はもう聞いておりますので、副市長の

考えをお示しください。 

○議長（松尾文昭君） 酒井副市長。 

◎副市長（酒井利和君） この再生可能エネルギーにつきましては、議員からもこれまで随

分御指摘を頂きましたけれども、なかなか目に見えないという状況が続いているので、そう

いった激励の意味もあるのかなというふうに思いますけれども、先程部長が申しましたよ

うに、雲仙市には特有の地熱がありますし、木質、あるいは湿潤系バイオマスというものが

ございます。こういったものの活用について実現をしていくためには、現在でも職員として

は一生懸命取り組んではいるところでございますけれども、やはり具体的にするためには

もう少し専門的な知見も必要かなというふうにも思っております。 

 そういったことから、今後につきましては、もう少し体制も含めた取り組む環境整備をし



なければいけないかなというふうに今考えて検討をしているところでございますので、ど

うぞ今後も御支援をよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） 先程の部長の答弁でも、市長は、久留米の 370kW の発電事業を見

に行かれております。我々会派としても、今年 10 月、この勉強に行ってきました。 

 このことがやはり雲仙市の目玉になると私は思っておりますので、ぜひとも先程何回に

もなりますが、成功させていただきたいと思っております。 

 次、（2）として、防災環境保全のための海の再生についてお尋ねいたします。 

 先日、橘湾再生のため、雲仙市に対して、藻場再生の要望書も提出されております。 

そこで、会派で勉強をして藻場の再生ができるであろう話を橘湾東部漁協組合長と同席し

て聞いてまいりました。これは、漁場再生につながり、藻が再生すると魚が寄り、海藻を食

べるサザエなどが寄ってくる。そうすることにより漁獲量も増え、収入も増えてくると考え

ております。 

 それに防災対策も役立つと思われますが、雲仙市の考えをお尋ねいたします。皆様に分か

るように、要望書の内容の説明もお願いいたします。 

○議長（松尾文昭君） 久米農林水産部長。 

◎農林水産部長（久米重治君） 防災環境保全のための海の再生についてのお尋ねでござい

ますが、市へも同文の消失した藻場の再生のため、効果的な工法を活用した藻場造成事業の

推進に係る要望書の御提出をいただいたところでございます。 

 内容につきましては、漁業環境悪化について、温暖化による高水温の影響や植食性動物に

よる食害及び台風等の影響による磯焼けが深刻な問題となっており、藻場の消失は魚の産

卵場所の喪失をもたらし、水産資源全体の減少につながり、地域経済への影響も大きいこと

から、橘湾東部漁業協同組合として、磯焼けした砂地の海底で藻を育て、藻場再生の効果的

な工法を活用した藻場造成事業の推進をお願いしたい旨の要望書でございました。効果的

な工法として新しい考えに基づく人口礁を御紹介いただいたところでございます。 

 御要望いただきました磯焼けにつきましては、市といたしましても、漁業者を中心に組織

された水産多面的機能発揮対策活動組織による藻場の観察や海藻の種苗投入、食害生物の

駆除、モニタリング等の支援を継続しておりますが、特に重要な課題であることを再認識し、

環境改善のための方策として皆様に各種情報を頂きながら、効果的な取組を研究してまい

りたいと考えております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） この藻場の実証実験というのを長崎の三和町沖と大村湾でもう既

に実証実験が行なわれており、実績もあるようですので、橘湾で橘湾東部漁協組合と雲仙市

と一緒に実証実験をやったらどうかと提案をいたしますが、いかがでしょうか。 

○議長（松尾文昭君） 久米農林水産部長。 

◎農林水産部長（久米重治君） 現在、議員が御紹介されたとおり、長崎市高浜町沿岸や西



海市西彼町沿岸で企業による実証実験が実施されているとのお話があっておりますので、

情報を頂いた上で、地元漁協と協議行い、地域に即した有効な方策を研究してまいりたいと

考えております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ちょうど私が質問をしようと思っておったところ、これ 11 月 26

日の新聞記事なのですけれども、その保全活動で磯焼け対策、ウニ駆除で成果ということで

新聞記事がありました。これを見ると、外海地区のことのようですが、平成 19 年度には約

1 トンまで落ち込んでと、水揚げが落ちていると。そして、藻場を再生させようと、同支所

の組合員でつくる外海地区活動組織が国の補助を得て、平成 13 年度から保全活動を実施と

いうことで書いてあったので、現在、橘湾東部漁業協同組合の方たちも自分たちで潜ってウ

ニを駆除されていると聞きました。 

 ここで、国の補助をと書いてあったので、雲仙市ではその支援をされているのか。これは、

橘湾、有明海も含めて説明をお願いできますか。 

○議長（松尾文昭君） 久米農林水産部長。 

◎農林水産部長（久米重治君） 11 月 26 日付の長崎新聞記事についてでございますが、長

崎市に確認しましたところ、記事に記載されております国の補助とは、水産多面的機能発揮

対策事業のことでございました。 

 当該事業につきましては、雲仙市におきましても、水産多面的機能発揮対策事業といたし

まして、橘湾東部漁協、諫早湾漁協瑞穂支所及び国見支所の各漁協単位ごとに活動団体を組

織し、区域を含む計画を作成した上で活動を開始されております。事業開始は、橘湾東部地

域は平成 23 年度、瑞穂地域は平成 25 年度、国見地域は平成 28 年度からでございます。 

 このうち藻場の保全としてウニの駆除に取り組まれているのは、橘湾東部地域が継続し

て取り組まれております。瑞穂地域につきましては干潟の保全といたしましてアサリ貝の

稚貝の沈着促進、国見地域は客土に取り組まれております。 

 この事業負担でございますが、国が 70％、県が 15％、市が 15％を負担しておりまして、

各組織に交付金として支払われております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） では、もう対策もされているということであれば、この私が今、

橘湾東部漁協組合からの要望があっている磯焼けの対策がさらにやはり重要になってくる

と考えておりますので、組合と連携してぜひ行っていただきたいと考えております。 

 私が興味を持ったのが、千々石海岸の保全と有明海の再生と保全であります。私が 2 期

目の選挙戦の時ですから、平成 25 年だったと思います。千々石町の海水浴場近くの住民さ

んより台風時期の越波を訴えられました。その後、一般質問をしながら越波被害を雲仙市も

考えてくれ、現在、離岸堤の計画も行えるとあって、住民説明もあっていると聞いておりま

す。 

 神代、西郷、長浜の越波についても地元の方から苦情を頂戴し、当時の自治会長さんたち



と県に要望活動もさせていただきました。対策も行ってもらっております。今度の台風第 10

号の被害も、翌日ですが、被害の確認に行き、近くの方の話も聞いてまいりました。 

 先程、藻場の話をしましたが、藻場再生用のブロックですが、議長にお願いをして、皆さ

んに配っておりますのをちょっと見ていただきたいと思います。 

 この写真を見ますと、上の写真は藻が発生した状況でございますが、私が興味を持ったの

が、この砂浜に設置できると、リースボールの特徴という絵が書いてあります。台風や大風

の時、海底の波がこのブロックで消され、上に吹き上がり、海岸の砂を持っていかないよう

な構造になっているようです。 

 このことが可能なら千々石海岸は再生できると思いますし、千々石海水浴場も再開でき

るのではないかと期待をしております。有明海岸も同じように再生できるのであれば、検討

して海の再生と神代長浜の高波、防災面でも有効と考えます。ぜひ検討すべきだと考えます

が、考えをお尋ねいたします。 

○議長（松尾文昭君） 久米農林水産部長。 

◎農林水産部長（久米重治君） まず、千々石海岸の離岸堤の計画に関してでございますが、

長崎県とも協議を重ね、現在、各種データの算出を行いながら計画をしているところでござ

います。 

 今回の人口礁に関しましては、成分分析や環境負荷の数値もない状況でありますので、長

崎県とも協議を行いながら最も有効な方策を模索してまいりたいと考えております。 

 また、有明海側につきましては藻場の消失減少の状況があり、数十年前まで繁茂していた

ホンダワラやイギス、トコロテン草などが今はほとんど見受けられないとのお話もお聞き

しております。橘湾同様各種情報を収集し、地元漁協とも協議をしながら研究してまいりた

いと思います。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ぜひこれは、魚の海の再生ということも必要ですけれども、防災

面でも役立つのじゃないかなという、こないだ話を聞いていて自分がそういうふうに思っ

たものですから、ぜひ検討をしていただきたいと思っております。 

 最後に、雲仙市総合計画の中の人口減少対策の取組状況と効果検証について質問いたし

ます。 

 先日、会派で佐世保市の企業誘致推進室の局長に話を伺いに尋ねました。企業誘致の具体

策の件は会派の藤本議員が明日質問しますので、私は人口減少に対しての局長の話で頭に

残っていることをお尋ねいたします。 

 雲仙市は人口減少対策として様々な施策を行っておられ、他市に負けないくらい頑張っ

ておられると思っております。子育てや家賃支援、奨学金支援や固定資産税等々、このよう

な対策を行っておらず黙って傍観していたら、もっと人口減少は厳しいものになっていた

と思われます。 

 そこで、私が話したように、現在または過去も含めた雲仙市の人口減少対策の効果はどの



ように評価したのか、まずお尋ねいたします。 

○議長（松尾文昭君） 谷川観光商工部長。 

◎観光商工部長（谷川裕行君） 私のほうからは、企業誘致推進室での第 2 次総合計画にお

きましての企業誘致件数及び誘致企業雇用者数を成果指標として掲げております。合併後

の成果としましては、企業誘致件数で 12 件でございます。誘致企業雇用者数で 376 名の実

績でございます。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ちょっと今、私の質問とちょっと、うんとちょっと思ったのです

が、私のほうもいけないのかなと思っているので、総務部長、今までですよ、人口減少対策

としての効果を様々打ってこられたですよね。その効果的なことをどう評価してやるのか

というのをお尋ねしたのですが、どうでしょうか。 

○議長（松尾文昭君） 松橋総務部長。 

◎総務部長（松橋秀明君） 大変申し訳ございませんでした。全体的なことということでご

ざいますけど、人口減少対策として、子育てパッケージを組んだりとか、いろんな事業を雲

仙市としては定住とかやっておりますけど、一定の効果は出ているというふうには私も考

えております。ただ、なかなかまだそれが 100％なのかと言われれば、まだいろんな事業を

今後は、いろいろ子育てにしても、いろんな事業を検討していく必要があるのかなとは思っ

ております。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） やはり、職員一丸となって様々な施策を打っておられるので、ま

た本当移住定住というような形のもので持っていければいいかなと思っております。 

 先程、企業誘致推進室の局長の話をしましたが、頭に残っていることが、大きな声で言え

ないのですけれども、佐世保市と長崎市の違いを教えてもらいました。 

 これは、佐世保市は人口減少を見越して対策を行ってきたということなのですね。しかし、

片や長崎市は、大きな企業があったものですから県が危機感を持って話をしたら、未来の人

口減少の危機感を受け入れられなかった。だから、今現在、全国でも一番といっていいほど、

現在の人口減少率が激しい。佐世保市は、局長自ら企業誘致の営業に徹し、飛び込みも経験

したと。靴も何足も潰したことを教えてもらいました。その結果、佐世保市は山を開いてい

るのですね。何十億円もかけて山を開いて、工業団地に 1 千人規模の誘致企業が来ること

につながったそうです。 

 これは、私が話を聞いて心に残ったのが人口減少対策のことですが、観光商工部の企業誘

致に関する意気込みを聞かせていただきたいと思っております。特に、私は国見出身ですの

で、多比良港埋立地に何とか企業に来ていただきたいと思いがありますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（松尾文昭君） 谷川観光商工部長。 

◎観光商工部長（谷川裕行君） 市では、昨年度より企業誘致に特化した組織として、企業



誘致推進室を設置し、市内に企業を誘致すべく業務を遂行しているところでございますが、

現時点でも新型コロナウイルス感染症の影響は大きく見通しがきかない状況でございます

ので、そのような状況の中でも議員御紹介がございました佐世保市のような企業誘致の受

入れを既に行っている先進市の事例を学びながら、効果的、効率的な誘致活動を研究し、積

極的に企業を訪問させていただくなど、誘致活動に頑張っていきたいと思います。 

○議長（松尾文昭君） 平野利和議員。 

◆10 番（平野利和君） ありがとうございます。部長の熱意に期待しております。 

 最後に、僭越でございますが、市長にお尋ねいたします。 

 来月、12 月の市長選に出馬を表明されました。そこで、雲仙市総合計画も含め、市民の

皆様に 3 期目となる意気込みと、今後、雲仙市をどのように引っ張っていこうとされるの

かお聞かせください。 

○議長（松尾文昭君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 全く予想していない質問だったものですから戸惑っておりますが、

2 期 8 年市長を努めさせていただいて、市の抱えている課題、市のできる能力と申します

か、その範疇は、それは当然市長に就任した時よりも明確に自分の中で認識ができておりま

す。 

 そういった中において、道路の問題、農業の問題、観光の問題、教育、福祉の問題、それ

ぞれに該当する今後取り組まなければならないと思っている項目を挙げるともうきりがあ

りませんのでそこは省きますが、やはり大切なことは、今の段階で私がやりたいと思ってい

ることが本当に市民の皆様から見て、それが市にとって必要な事業なのかどうかというこ

とをもう一度きちんと整理をさせていただくこと。 

 それから合併して、やはりどうしても市民の皆さんと行政との距離感が遠くなったとい

うのは、これは厳然たる事実であろうと思います。 

 ただそうは申しても、市という基礎自治体が住民にとって一番身近な自治体であること

は、これはもうまぎれもない事実でありますから、国においても、県においてもなかなか果

たすことのできない役割、市でしか果たすことのできない役割があるのではないかという

ことをずっと考えてまいりました。そのことについて、もう少しきちっと今回の改選期を目

処にして、整理をして取り組んでいきたいというふうに思っています。 

 もう 1 点は、先程、再生可能エネルギーのところで副市長が申し上げましたが、やはり市

が保有している人材について、もう少し専門的な要素も含めて、先程質問があった企業誘致

もそうですが、専門的な知見を有している人材の登用を積極的に取り組んでいく必要があ

るのではないかということを考えています。 

 今ちょっと思いつくまま 3 点申し上げましたが、そういったことを念頭に置きながら、

今、市が抱えている様々な分野における課題について取組を進めていきたいというのが私

の思いでありますし、そのことを市民の皆様にお訴えをするということを今回の来るべく

市長選挙に向けてお訴えをしていきたいというふうに考えております。（「終わります」と言



う者あり） 

○議長（松尾文昭君） これで、10 番、平野利和議員の質問を終わります。 


